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下田南遺跡 遺跡発掘 

下田南遺跡は、愛知県岩倉市南西部の川井町に 

所在する。 

愛知県教育委員会、岩倉市教育委員会によって平成２８～２９年に試掘調査が実施さ

れた。調査の結果、土坑・溝等の遺構と須恵器・土師器・山茶碗等の遺物が確認され、

周辺の地形からみて旧五条川の自然堤防に形成された古墳時代から中世にいたる集落

跡が所在するとして、愛知県埋蔵文化財包蔵地台帳への新規記載が行われた。 

遺跡の発掘調査・整理作業は、令和元年６月２４日付けで岩倉市と株式会社アーキジ

オ中日本支店との間で業務委託契約が締結され、岩倉市教育委員会の監理のもと令和元

年６月２４日～令和５年３月２１日の期間で実施することになった。 

第１期：発掘調査 令和元年６月２５日～令和２年３月３１日 

第２期：発掘調査 令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

第３期：整理作業 令和３年４月１日～令和４年３月３１日 

第４期：整理作業・報告書作成 令和４年４月１日～令和５年３月２１日） 

（資料；下田南遺跡発掘調査報告書） 

第１回現地説明会：一般を対象にした調査成果の初回報告として、令和元年２月１５日の９時

～１５時にかけて第１回現地説明会が開催された。掘立柱建物、竪穴建物・掘立柱建物群、道路状遺

構などの飛鳥～古代を中心とした遺構の調査成果と出土遺物が公開され、見学者は 568人であった。 
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第２回現地説明会：一般を対象にした調査成果の中間報告として、新型コロナウイル

ス感染症拡大予防対策として密集を防ぎ口頭説明を行わないなどの制限を設けて、第２

回現地説明会を令和２年１０月３日の９時～１５時にかけて実施された。溝、竪穴建

物・掘立柱建物などの飛鳥～古代にかけての遺構、中世以降の遺構検出状況といった調

査成果と出土遺物が公開され、見学者は 229人であった。 

 

第３回現地説明会：一般を対象にした調査成果の最終報告として、第２回現地説明会と

同様に新型コロナウイルス感染症拡大予防対策として密集を防ぎ口頭説明を行わない

などの制限を設けて、第３回現地説明会が令和３年１月１６日の９時～１５時に実施さ

れた。中世以降の溝・土坑などの遺構の調査成果と全ての調査区から出土した代表的な

出土遺物が公開された。見学者は 164人であった。 

（資料；下田南遺跡発掘調査報告書） 
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下田南遺跡は、五条川右岸の自然堤防上に形成された古墳時代、飛鳥～平安時代、鎌倉・室町時代

の集落遺跡で、飛鳥〜奈良時代の官衙遺跡でもある。 

本調査では、総柱構造を含めた掘立柱建物、竪穴建物（うち 1棟は一辺約 13mの大型竪穴建物）、

土坑、竪穴状遺構、道路状遺構、溝、ピット等の遺構が確認できた。遺物は、古墳時代の土師器台付

甕や坩等、飛鳥～平安時代の須恵器坏・蓋・鉢・壺・甕・円面硯、土師器坏・甕、灰釉陶器、製塩土

器、羽口、土錘、瓦（軒丸瓦・平瓦）、勾玉等の玉類、巡方（石帯）等、鎌倉・室町時代の山茶碗・

土師器甕・サイコロ・ウマ歯等が出土した。須恵器や山茶碗の坏類を中心に、墨書土器が 17点確認

できた。 

出土遺物から遺構の年代は、概ね 弥生～古墳時代中期（Ⅰ期・2～4世紀、Ⅱ期・5世紀）、古墳

時代後期～奈良時代前半（Ⅲ期・6世紀～7世紀中頃、Ⅳ期・7世紀後半～8世紀中頃）、奈良時代後

半～平安時代（Ⅴ期・8世紀後半～9世紀初頭、Ⅵ期・10～12世紀）、鎌倉・室町時代（Ⅶ期・13世

紀、Ⅷ期・14～15 世紀）のⅠ～Ⅷの時期に細分でき、集落の変遷過程が明らかになった。特にⅣ期

では官衙遺跡としての実態が明らかになり、本遺跡の西側に位置する薬師堂廃寺跡出土の軒丸瓦と同

氾瓦が出土したことも含めてその関連が窺い知れる。さらに、調査区南端で近代以前の旧五条川と推

定される自然流路の存在が明らかになった。（資料；下田南遺跡発掘調査報告書） 

下田南遺跡発掘調査報告会 

令和６年 1月 14日 
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勾玉（まがたま） 

巡方（じゅんぽう）  

円面硯（えんめんけん） 

 

 

 

 

半球形の脚頭が付けられていたと思われる。硯面は

水平で外堤部が少し高く、突帯から外堤部端 

までの幅が広い。硯部内面は緩やかな曲線で凹凸は

無く、内面に降灰が付着していることから倒置 

状態で焼かれたと考えられる。高蔵寺２号窯（春日

井市）や平城宮ＳＤ4951 から出土した円面硯と類似

しており、共伴遺物からみても高蔵寺２号窯期（８

世紀第１四半期）のものと考えられ、同じ窯で作ら

れた可能性がある。また、断面には粘土の接合痕があり、突帯を含む硯部下半と、硯面と外堤が一体

となった硯部上半に分けられる。また、本遺跡から出土した円面硯３点の内２点が蹄
て い

脚
きゃく

円面
え ん め ん

硯
け ん

であるが、陶硯の種類は獣脚硯＞蹄脚円面硯＞圏足円面硯＞転用硯の順に格式を現すとされ（西口壽

生 2003・2010）、蹄脚円面硯については、地方では国府・郡衙やその関連施設からの出土が顕著で

ある。本遺跡は郡家（評家）の出先機関と想定され、郡司層かそれに近い階層の官人が常在して、蹄

脚円面硯を使用していた可能性が高い。しかし近隣遺跡からも同時期の蹄脚円面硯が出土しているこ

とからも窺えるように、本遺跡周辺地域では他地域に比べて蹄脚円面硯が末端の官衙施設や寺院であ

る程度は流通していた可能性が指摘できる。当地域は、蹄脚円面硯の生産地である尾北窯（春日井市・

小牧市・犬山市）に近いことからも、蹄脚面硯の流通においては特殊な地域の可能性があり、その流

通範囲の広がりや使用者の階層などの把握が今後の課題と思われる。 

 （↑資料：下田南遺跡発掘調査報告書   ↓高床式倉庫 ） 

蹄脚円面硯 
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↓資料：蹄脚硯HPより 


